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（注１） トヨタ自動車「THE CONNECTED DAY」▶ https://toyota.
jp/theconnectedday/（2022年5月7日最終閲覧）。

（注２） Mercedes-Benz, Paris Motor Show 2016: Mercedes-Benz Cars 
Press Conference ‒ Mercedes-Benz original, Sep. 29, 2016.
▶ https://www.youtube.com/watch?v=E2uDyDXtvmo（2022
年5月7日最終閲覧）。

（注３） トヨタ自動車「トヨタのコネクティッドサービス」▶ https://
toyota.jp/tconnectservice/?padid=ag504_navi_pc（2022
年5月7日最終閲覧）。

（注４） 本田技研工業「Honda CONNECT」▶ https://www.honda.co.jp/
hondaconnect/（2022年5月７日最終閲覧）。

1 　

は
じ
め
に

　

ト
ヨ
タ
自
動
車
（
以
下
「
ト
ヨ
タ
」
と

い
い
ま
す
）
の
豊
田
章
男
社
長
は
、
二

〇
一
八
年
六
月
二
六
日
、「T

H
E CO

N
-

NECTED DA
Y

」
に
お
い
て
、
次
の
よ

う
に
述
べ
ま
し
た
（
注
１
）。「
今
、
自
動

車
産
業
は
、
一
〇
〇
年
に
一
度
と
い
わ

れ
る
大
変
革
の
時
代
を
迎
え
て
お
り
ま

す
。
Ｔ
型
フ
ォ
ー
ド
の
登
場
か
ら
僅
か

二
〇
年
の
間
に
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
馬
が

車
に
置
き
換
わ
っ
た
と
い
わ
れ
て
お
り

ま
す
。
そ
れ
か
ら
一
〇
〇
年
が
経た

ち
、

今
、
私
た
ち
の
前
に
は
自
動
車
産
業
と

は
ま
っ
た
く
異
な
る
考
え
を
持
つ
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
カ
ン
パ
ニ
ー
が
、
新
し
い
ラ

イ
バ
ル
と
し
て
登
場
し
て
お
り
ま
す
。

ま
さ
に
、
ク
ル
マ
の
未
来
が
大
き
く
変

わ
る
か
も
し
れ
な
い
局
面
を
迎
え
て
い

る
の
で
す
。
一
〇
〇
年
に
一
度
と
い
わ

れ
る
大
変
革
の
時
代
を
生
き
抜
く
た
め

に
、
私
は
ト
ヨ
タ
を
、
自
動
車
を
作
る

会
社
か
ら
モ
ビ
リ
テ
ィ
カ
ン
パ
ニ
ー
に

モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
を
す
る
こ
と
を
決
断

致
し
ま
し
た
」。
こ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ

ト
を
、ダ
イ
ム
ラ
ー
のDieter Zetsche

会
長
（
当
時
）
は
、
二
〇
一
六
年
九
月
、

パ
リ
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
２
０
１
６
の
プ

レ
ス
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
お
い
て
、
Ｃ

Ａ
Ｓ
Ｅ
と
名
付
け
ま
し
た
（
注
２
）。
Ｃ

Ａ
Ｓ
Ｅ
と
は
、
Ｃ
（Connected

：
コ
ネ

ク
テ
ッ
ド
）、
Ａ
（A

utonom
ous

：
自
動

運
転
）、Ｓ
（Shared &

 Services

：
シ

ェ
ア
リ
ン
グ
＆
サ
ー
ビ
ス
）、Ｅ
（Elec-

tric

：
電
動
化
）の
頭
文
字
を
と
っ
た
も

の
で
す
。

　

こ
う
し
た
自
動
車
産
業
の
大
変
革
の

中
、
二
〇
二
一
年
、
イ
ン
テ
レ
ク
チ
ュ

ア
ル
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
（
以
下
「
Ｉ
Ｖ
」

と
い
い
ま
す
）
が
ト
ヨ
タ
ら
・
本
田
技

研
工
業（
以
下「
ホ
ン
ダ
」と
い
い
ま
す
）

ら
・
ゼ
ネ
ラ
ル
モ
ー
タ
ー
ズ（
以
下「
Ｇ

Ｍ
」
と
い
い
ま
す
）
ら
に
対
し
て
、
米

国
で
特
許
訴
訟
を
提
起
し
ま
し
た
（
以

下
「
本
件
訴
訟
」
と
い
い
ま
す
）
が
、
こ

れ
は
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
の
う
ち
Ｃ
（
コ
ネ
ク
テ

ッ
ド
）
に
関
す
る
も
の
で
す
。
Ｉ
Ｖ
と

は
ど
の
よ
う
な
会
社
な
の
で
し
ょ
う
か

？　

な
ぜ
Ｉ
Ｖ
は
ト
ヨ
タ
ほ
か
に
対
し

て
本
件
訴
訟
を
提
起
し
た
の
で
し
ょ
う

か
？　

Ｉ
Ｖ
と
ト
ヨ
タ
ほ
か
と
の
対
立

点
は
ど
こ
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？　

コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
カ
ー
に
関
す
る
こ
の
よ

う
な
特
許
訴
訟
は
今
後
増
え
て
い
く
の

で
し
ょ
う
か
？

2 　

コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
カ
ー
と
は
？

　

総
務
省
と
国
土
交
通
省
に
よ
る
と
、

コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
カ
ー
と
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
端

末
と
し
て
の
機
能
を
有
す
る
自
動
車
の

こ
と
で
あ
り
、
車
両
の
状
態
や
周
囲
の

道
路
状
況
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ

を
セ
ン
サ
ー
に
よ
り
取
得
し
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
介
し
て
集
積
・
分
析
す
る
こ

と
で
、
新
た
な
価
値
を
生
み
出
す
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ト
ヨ
タ
の
豊
田
社
長
は
、「T

H
E 

CONNECTED DA
Y

」に
お
い
て
、ト

ヨ
タ
に
と
っ
て
特
別
な
車
で
あ
る
ク
ラ

ウ
ン
と
カ
ロ
ー
ラ
に
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
技

術
を
搭
載
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
コ
ネ

ク
テ
ッ
ド
カ
ー
の
普
及
に
本
気
で
取
り

組
む
と
い
う
こ
と
で
す
、
と
述
べ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
ト
ヨ
タ
は
、T-Connect

https://toyota.jp/theconnectedday/
https://toyota.jp/theconnectedday/
https://www.honda.co.jp/hondaconnect/
https://www.honda.co.jp/hondaconnect/
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（注５） Britain Eakin, Intellectual Ventures Moves Honda IP Suit To Northern Texas, Apr. 5, 2022.▶ https://
www.law360.com/articles/1481112/intellectual-ventures-moves-honda-ip-suit-to-northern-texas
（2022年5月7日最終閲覧）。

（注６） Florian Mueller, Intellectual Ventures predicted 'IP reckoning' for auto sector, then fi led patent suits 
against General Motors, Toyota, Honda in Texas--even involving a former Daimler patent, Oct. 23, 
2021.▶ http://www.fosspatents.com/2021/10/intellectual-ventures-predicted-ip.html（2022年5月7
日最終閲覧）。

（注７） ロデリック R. マッケルビー（阿部隆徳訳）「特許訴訟における法廷地の選択─トラフィック・レポ
ート─」知財管理59巻7号879頁、881-882頁。

（
注
３
）
と
呼
ば
れ
る
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
お
り
、「
リ
モ

ー
ト
ス
タ
ー
ト
（
ア
プ
リ
）
」
で
は
、
ス

マ
ホ
ア
プ
リ
か
ら
乗
車
前
に
車
の
エ
ア

コ
ン
を
起
動
す
る
こ
と
が
で
き
、
よ
り

快
適
、
安
全
に
ド
ラ
イ
ブ
を
始
め
る
こ

と
が
で
き
る
と
し
、「
車
内W

i-Fi

」
で

は
、
車
内
がW

i-Fi

ス
ポ
ッ
ト
に
な
り
、

ド
ラ
イ
ブ
中
、
車
内
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
使
っ
て
情
報
検
索
を
し
た
り
、
後

部
座
席
に
座
る
子
ど
も
に
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
使
っ
て
動
画
を
み
せ
た
り
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

ホ
ン
ダ
も
、Honda CONNECT

（
注

４
）
と
呼
ば
れ
る
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
技
術

を
活
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

ま
す
。

3 　

Ｉ
Ｖ
対
ト
ヨ
タ
・
ホ
ン
ダ
・
Ｇ

Ｍ
の
米
国
特
許
訴
訟

（
１
）
概
要

　

二
〇
二
一
年
一
〇
月
一
九
日
、
Ｉ
Ｖ

は
、
ト
ヨ
タ
ら
と
ホ
ン
ダ
ら
を
テ
キ
サ

ス
州
東
部
地
区
連
邦
裁
判
所（
以
下「
東

テ
キ
サ
ス
」
と
い
い
ま
す
）
に
そ
れ
ぞ

れ
一
一
件
の
特
許
権
侵
害
、
Ｇ
Ｍ
ら
を

テ
キ
サ
ス
州
西
部
地
区
連
邦
裁
判
所（
以

下
「
西
テ
キ
サ
ス
」
と
い
い
ま
す
）
に

一
二
件
の
特
許
権
侵
害
を
理
由
と
し
て
、

提
訴
し
ま
し
た
。
Ｉ
Ｖ
は
、
ホ
ン
ダ
ら

に
対
し
て
は
、二
〇
二
二
年
四
月
四
日
、

東
テ
キ
サ
ス
の
提
訴
を
取
り
下
げ
、
テ

キ
サ
ス
州
北
部
地
区
連
邦
裁
判
所
に
提

訴
し
て
い
ま
す
。
こ
の
取
下
げ
と
新
た

な
提
訴
は
、
裁
判
籍
の
問
題
に
対
処
す

る
た
め
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
（
注
５
）。

（
２
）
Ｉ
Ｖ
の
特
許
権

　

Ｉ
Ｖ
の
特
許
権
は
、
ワ
イ
ヤ
レ
ス
通

信
シ
ス
テ
ム
、
モ
バ
イ
ル
ワ
イ
ヤ
レ
ス

ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
等
に
関
す

る
特
許
権
で
す
。訴
状
に
よ
り
ま
す
と
、

こ
れ
ら
の
特
許
権
は
標
準
必
須
特
許
権

（Standard Essential Patent　

以
下

「
Ｓ
Ｅ
Ｐ
」
と
い
い
ま
す
）
と
は
さ
れ
て

い
な
い
よ
う
で
す
。
た
だ
し
、
ソ
フ
ト
ウ

エ
ア
特
許
に
関
す
る
ブ
ロ
グ
で
有
名
な

FOSS PA
TENTS

に
お
い
て
、Flori-

an M
ueller

氏
は
、IPlytics

に
よ
る
と

三
つ
の
特
許
権
は
Ｌ
Ｔ
Ｅ（
通
信
規
格
）

に
お
い
て
必
須
特
許
と
宣
言
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
旨
述
べ
て
い
ま
す
（
注
６
）。

（
３
）
被
疑
侵
害
品

　

Ｉ
Ｖ
は
、
ト
ヨ
タ
の
プ
リ
ウ
ス
や
レ

ク
サ
ス
、
ホ
ン
ダ
の
オ
デ
ッ
セ
イ
や
ア

コ
ー
ド
等
に
搭
載
さ
れ
て
い
る
ワ
イ
ヤ

レ
ス
通
信
シ
ス
テ
ム
が
Ｉ
Ｖ
の
特
許
権

を
侵
害
し
て
い
る
旨
主
張
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
Ｉ
Ｖ
は
ト
ヨ
タ
ら
に
対
す
る

訴
状
に
お
い
て
左
記
の
写
真
を
貼
り
、

ト
ヨ
タ
車
が
、
Ｉ
Ｖ
の
米
国
特
許
七
三

八
二
七
七
一
に
よ
り
ク
レ
ー
ム
さ
れ
て

い
る
モ
バ
イ
ル
ワ
イ
ヤ
レ
ス
ホ
ッ
ト
ス

ポ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
を
搭
載
し
て
い
る
と

主
張
し
て
い
ま
す
。

（
４
）
管
轄
地

　

Ｉ
Ｖ
が
提
訴
地
と
し
て
選
ん
だ
東
テ

キ
サ
ス
と
西
テ
キ
サ
ス
は
、
特
許
訴
訟

で
非
常
に
有
名
な
管
轄
地
で
す
。

　

テ
キ
サ
ス
州
東
部
地
区
の
マ
ー
シ
ャ

ル
と
い
う
町
は
、
ダ
ラ
ス
か
ら
車
で
二

時
間
く
ら
い
の
と
こ
ろ
に
あ
り
、道
中
、

右
を
向
い
た
ら
牛
、
左
を
向
い
た
ら
馬

と
い
う
風
景
で
、
平
屋
が
ほ
と
ん
ど
の

田
舎
町
で
す
。
人
口
僅
か
約
二
万
五
〇

〇
〇
人
で
す
。こ
の
よ
う
な
田
舎
町
に
、

一
時
期
、
世
界
中
か
ら
特
許
訴
訟
が
殺

到
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
東
テ
キ
サ
ス

で
は
陪
審
ト
ラ
イ
ア
ル
に
お
け
る
原
告

特
許
権
者
の
勝
訴
率
が
八
八
％
と
極
め

て
高
く
、
原
告
特
許
権
者
が
勝
ち
や
す

か
っ
た
か
ら
で
す
（
注
７
）。
こ
れ
は
、

John W
ard

判
事
（
当
時
）
の
時
代
の
話

で
あ
り
、
徐
々
に
原
告
特
許
権
者
の
勝

訴
率
は
下
が
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
後

のRodney Gilstrap

判
事
の
時
代
に
お

い
て
も
原
告
特
許
権
者
有
利
の
傾
向
は

変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

西
テ
キ
サ
ス
は
、
最
近
台
頭
し
て
き

た
管
轄
地
で
す
。
二
〇
一
八
年
、A

lan 
A
lbright

判
事
が
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領

（
当
時
）
に
よ
り
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
、
上

院
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
る
と
、
西
テ
キ

サ
ス
に
お
け
る
特
許
訴
訟
の
数
は
、
二

〇
一
八
年
は
八
九
件
で
し
た
が
、
二
〇

一
九
年
に
は
二
八
九
件
、
二
〇
二
〇
年

に
は
八
五
七
件
と
増
え
、
同
年
に
は
全

米
の
特
許
訴
訟
の
二
一
・
一
％
を
占
め

る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。A

lbright

判

事
自
身
が
担
当
す
る
特
許
訴
訟
の
件
数

は
、
他
の
ど
の
判
事
よ
り
も
多
く
、
全

判
事
が
担
当
す
る
特
許
訴
訟
の
一
九
・
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（注８） 阿部隆徳「米国特許訴訟の最新事情─再燃する
パテント・トロール─」ABE＆PARTNERS 
News Letter No.53, 1頁, 2頁（2021年7月26日）
▶  http://www.abe-law.com/wp/wp-content/
uploads/2021/07/21.07.26-1640-NL-article.
pdf（2022年5月7日最終閲覧）。

（注９） Jon Brodkin, Bill Gates still helping known 
patent trolls obtain more patents, Aug. 15, 
2013. ▶  https://arstechnica.com/tech-
policy/2013/08/bill-gates-still-helping-
known-patent-trolls-obtain-more-patents/
（2022年5月7日最終閲覧）。

（注10） Intellectual Ventures, IMPACT INVENTION.
▶  https://www.intellectualventures.com/what-
we-do（2022年5月7日最終閲覧）。

（注11） 岸宣仁『知財の利回り』33頁（東洋経済新報社、
2009年）。

（注12） Ira Glass et al., When Patents Attack!, Jul. 22, 
2011.▶ https://www.thisamericanlife.org/441/
when-patents-attack（2022年5月7日最終閲覧）。

五
％
を
占
め
て
い
ま
す
。A

lbright

判

事
は
、
提
訴
か
ら
二
年
以
内
に
陪
審
ト

ラ
イ
ア
ル
を
行
う
こ
と
を
目
標
と
し
て

お
り
、
審
理
が
非
常
に
早
い
で
す
。
そ

の
た
め
、
特
別
な
事
情
が
な
い
限
り
、

Patent Trial and A
ppeal Board

（
Ｐ

Ｔ
Ａ
Ｂ
、
特
許
審
判
部
）
の
判
断
を
待

ち
ま
せ
ん
（
注
８
）。

4 　

Ｉ
Ｖ
と
は

　

ど
の
よ
う
な
会
社
か
？

　

そ
れ
で
は
、
ト
ヨ
タ
ほ
か
を
訴
え
た

Ｉ
Ｖ
と
は
ど
の
よ
う
な
会
社
な
の
で
し

ょ
う
か
？

　

Ｉ
Ｖ
は
二
〇
〇
〇
年
に
元
マ
イ
ク
ロ

ソ
フ
ト
の
最
高
技
術
責
任
者（
Ｃ
Ｔ
Ｏ
）

で
あ
っ
たN

athan M
yhrvold

氏
ら
に

よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
会
社
で
す
。
Ｉ
Ｖ

はBill Gates

氏
の
支
援
を
受
け
て
い
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
（
注
９
）。

　

M
yhrvold

氏
は
一
四
歳
で
大
学
に
入

学
し
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
校（
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
）
で
地
球
物
理
学

と
宇
宙
物
理
学
の
修
士
号
と
数
学
の
学

士
号
を
取
得
後
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学

で
数
理
物
理
学
の
博
士
号
と
数
理
経
済

学
の
修
士
号
を
取
得
し
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ

ジ
大
学
に
お
い
てStephen H

aw
king

教
授
の
下
で
働
い
た
経
歴
を
有
し
て
い

ま
す
。
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
時
代
に
は
フ

ラ
ン
ス
のÉcole de Cuisine La V

a-
renne

で
料
理
を
学
び
、Ｔ
Ｅ
Ｄ
に
お
い

て
「
前
代
未
聞
の
料
理
」
と
い
う
講
演

も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｉ
Ｖ
は
、
設
立
か
ら
一
〇
年
後
の
時

点
で
ラ
イ
セ
ン
ス
に
よ
り
二
〇
億
ド
ル

を
超
え
る
売
上
を
生
み
出
し
た
と
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
上
で
謳う
た

っ
て
い
ま
す（
注
10
）。

少
し
古
い
情
報
で
す
が
、
二
〇
〇
八
年

の
Ｉ
Ｖ
の
ニ
ュ
ー
ス
リ
リ
ー
ス
に
お
い

て
、
Ｉ
Ｖ
が
投
資
フ
ァ
ン
ド
を
通
じ
て

五
〇
億
ド
ル
の
資
金
を
調
達
し
、
こ
の

う
ち
一
〇
億
ド
ル
を
投
資
家
に
還
元
し

た
こ
と
が
発
表
さ
れ
て
い
ま
す（
注
11
）。

　

Ｉ
Ｖ
は
、
他
者
か
ら
購
入
し
た
特
許

権
を
行
使
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
収
益
を

上
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
パ
テ
ン
ト
・

ト
ロ
ー
ル
で
あ
る
と
批
判
さ
れ
て
い
ま

す
。「
公
衆
の
敵
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
」（
注
12
）

や
、「
テ
ッ
ク
業
界
で
最
も
嫌
わ
れ
て
い

る
企
業
」（
注
13
）
等
と
呼
ぶ
人
も
い
ま

す
。
こ
れ
に
対
し
てM

yhrvold

氏
は
、

「
Ｉ
Ｖ
は
パ
テ
ン
ト
・
ト
ロ
ー
ル
で
は

な
い
」、「
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
が
イ
ン
ス
タ

グ
ラ
ム
を
買
う
こ
と
が
で
き
る
な
ら
フ

ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
は
特
許
権
を
買
う
こ
と

も
で
き
る
は
ず
で
あ
る
」（
注
14
）、「
Ｉ

Ｖ
に
は
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
が
ほ
ぼ
確
実

な
研
究
者
が
二
人
お
り
、
独
自
の
発
明

に
よ
り
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
し
て

い
る
」（
注
15
）、等
と
反
論
し
て
い
ま
す
。

5 　

ト
ヨ
タ
や
ホ
ン
ダ
、
な
ぜ
特
許

訴
訟
の
標
的
に
？

　

│
Ｉ
Ｖ
の
提
訴
の
意
図

　

本
件
訴
訟
に
つ
い
て
、
二
〇
二
一
年

一
二
月
九
日
付
日
本
経
済
新
聞
（
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
版
）が
、「
ト
ヨ
タ
や
ホ
ン
ダ
、

な
ぜ
特
許
訴
訟
の
標
的
に
？
」
と
題
す

る
記
事
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
な
ぜ
で

し
ょ
う
？　

通
常
、
原
告
が
提
訴
し
た

意
図
を
詳
細
に
知
る
こ
と
は
困
難
で
す

が
、本
件
訴
訟
で
は
そ
れ
が
可
能
で
す
。

二
〇
二
一
年
一
〇
月
一
三
日
に
Ｉ
Ｖ
の

フ
ァ
ン
ド
の
最
高
執
行
責
任
者
（
Ｃ
Ｏ

Ｏ
）
で
あ
るA

rvin Patel

氏
が
自
動
車

業
界
に
対
す
る
見
解
を
述
べ
た
論
稿
を

公
表
し
て
お
り
（
注
16
）、
そ
の
僅
か
六

日
後
に
本
件
訴
訟
が
提
起
さ
れ
た
か
ら

で
す
。「
な
ぜ
自
動
車
業
界
は
知
財
の
清

算
へ
と
向
か
っ
て
い
る
の
か（W

hy the 
auto sector is heading for an IP 
reckoning

）
」
と
の
刺
激
的
な
タ
イ
ト

ル
の
論
稿
で
す
。〝IP reckoning

〞
は

意
味
が
つ
か
み
に
く
い
表
現
で
す
が
、

自
動
車
産
業
が
、
他
の
産
業
で
開
発
さ

れ
た
技
術
を
無
断
借
用
し
て
き
た
こ
と

の
報
い
・
清
算
を
、
知
的
財
産
権
の
行

使
と
い
う
形
で
受
け
る
、
と
い
う
意
味

と
思
わ
れ
ま
す
。
少
し
長
く
な
り
ま
す

が
、Patel

氏
の
見
解
を
み
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

　

Patel

氏
は
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ

ま
す
。

「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
革
命
以
前
は
、
携

帯
電
話
の
分
野
で
は
特
許
訴
訟
は
比
較

的
珍
し
い
も
の
で
し
た
が
、
現
代
の
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
、
他
の
産
業
で
開
発

さ
れ
た
数
多
く
の
機
能
・
技
術
を
搭
載

し
て
お
り
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
登
場

は
爆
発
的
な
訴
訟
の
き
っ
か
け
と
な
り

ま
し
た
。そ
の
解
決
に
は
一
〇
年
以
上
、

数
十
億
ド
ル
を
要
し
ま
し
た
。
今
日
、

自
動
車
産
業
は
同
様
の
結
末
を
迎
え
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
カ

ー
の
登
場
に
よ
り
自
動
車
産
業
は
技
術

http://www.abe-law.com/wp/wp-content/uploads/2021/07/21.07.26-1640-NL-article.pdf
http://www.abe-law.com/wp/wp-content/uploads/2021/07/21.07.26-1640-NL-article.pdf
https://www.thisamericanlife.org/441/when-patents-attack
https://www.thisamericanlife.org/441/when-patents-attack
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（注13） Jim Kerstetter & Josh Lowensohn, Inside Intellectual Ventures, 
the most hated company in tech, Aug. 21, 2012.▶ https://www.
cnet.com/tech/tech-industry/inside-intellectual-ventures-the-
most-hated-company-in-tech/（2022年5月7日最終閲覧）。

（注14） PandoDaily, Intellectual Ventures' Nathan Myhrvold: Defends His 
Case For Patent Lawsuits, May 31, 2012.▶ https://www.youtube.
com/watch?v=-6pGYcTI4tA（2022年5月7日最終閲覧）。

（注15） Rafe Needleman（川村インターナショナル訳）「インテレクチュ
アル・ベンチャーズCEO、自社への批判に反論：『長期的に見れば
革 新 の た め 』」（2012年5月31日 ）▶ https://japan.cnet.com/
article/35017643/（2022年5月7日最終閲覧）。

（注16） Arvin Patel, Why the auto sector is heading for an IP reckoning, Oct. 
13, 2021. ▶  https://www.iam-media.com/litigation/why-the-auto-
sector-headed-ip-reckoning（2022年5月7日最終閲覧）。

（注17） 2016年9月に設立されたライセンスプラットフォームの運営組織
▶ https://www.avanci.com（2022年5月7日最終閲覧）。

を
丸
ご
と
借
用
し
て
き
て
お
り
、
今
で

は
自
ら
が
開
発
し
た
わ
け
で
も
な
く
、

所
有
も
し
て
い
な
い
技
術
に
完
全
に
依

存
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
借
用
技
術

（borrow
ed technologies

）
は
、
も
は

や『
あ
っ
た
ら
い
い
な
』
と
い
う
レ
ベ
ル

の
も
の
で
は
な
く
、
消
費
者
が
期
待
す

る
機
能
と
性
能
を
提
供
す
る
た
め
に
不

可
欠
な
も
の
で
す
。
自
動
車
購
入
の
決

め
手
は
、い
ま
や
走
行
性
能
で
は
な
く
、

コ
ネ
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
、運
転
支
援
機
能
、

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
・
シ
ス
テ
ム

等
の
機
能
で
す
。
自
動
車
産
業
が
少
数

の
大
手
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
大
規
模
で
集
中

的
な
テ
ィ
ア
１
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
グ
ル

ー
プ
に
よ
る
寡
占
状
態
で
あ
っ
た
と
き
、

産
業
は
安
定
し
、
比
較
的
特
許
の
平
和

が
保
た
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

長
い
間
Ｉ
Ｐ
デ
タ
ン
ト
が
続
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
か
つ
て
の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と

は
異
な
り
、
現
代
の
自
動
車
の
基
盤
と

な
る
知
的
財
産
権
を
保
有
す
る
企
業
は

補
償
を
望
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ツ

ケ
は
回
っ
て
き
て
い
ま
す
（T
he bill 

com
es due

）。自
動
車
業
界
に
お
い
て
、

自
動
車
メ
ー
カ
ー
と
テ
ッ
ク
企
業
と
の

間
で
今
後
起
こ
る
で
あ
ろ
う
知
財
紛
争

へ
の
懸
念
は
す
で
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

ク
ア
ル
コ
ム
、
ノ
キ
ア
、
エ
リ
ク
ソ
ン
、

イ
ン
タ
ー
デ
ジ
タ
ル
、フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
、

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
、
シ
ャ
ー
プ
等
、
ア
バ

ン
シ
（
注
17
）
の
ラ
イ
セ
ン
ス
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
は
、
自
動
車

産
業
が
ワ
イ
ヤ
レ
ス
に
関
す
る
Ｓ
Ｅ
Ｐ

を
使
用
す
る
こ
と
に
対
し
て
、
補
償
を

求
め
て
い
ま
す
。
ア
バ
ン
シ
は
ラ
イ
セ

ン
ス
供
与
す
る
特
許
を
所
有
・
管
理
し

て
い
な
い
た
め
、
個
々
の
メ
ン
バ
ー
が

独
自
に
権
利
行
使
を
始
め
て
い
ま
す
。

自
動
車
産
業
に
お
け
る
ワ
イ
ヤ
レ
ス
技

術
を
め
ぐ
る
こ
れ
ら
の
訴
訟
は
、
こ
れ

か
ら
起
こ
る
紛
争
の
非
常
に
大
き
な
氷

山
の
一
角
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
ワ
イ
ヤ
レ

ス
に
関
す
る
Ｓ
Ｅ
Ｐ
は
、
自
動
車
産
業

が
借
用
し
た
技
術
の
う
ち
、
最
も
明
白

で
容
易
に
証
明
で
き
る
例
に
す
ぎ
ま
せ

ん
。
水
面
下
に
は
、
他
者
が
所
有
し
、

現
在
自
動
車
に
広
く
搭
載
さ
れ
て
い
る

数
十
の
他
の
技
術
が
存
在
し
ま
す
。
自

動
車
メ
ー
カ
ー
も
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
も
、

将
来
、
よ
り
複
雑
な
競
争
環
境
と
知
財

環
境
に
直
面
す
る
こ
と
を
認
識
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
大
手
自
動
車
メ
ー
カ

ー
や
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
は
、
黙
示
的
ま
た

は
明
示
的
な
ク
ロ
ス
ラ
イ
セ
ン
ス
を
提

供
す
る
こ
と
で
、『
特
許
の
平
和
』
が
保

た
れ
た
環
境
で
事
業
を
展
開
し
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

特
許
戦
争
と
同
様
、
来
る
べ
き
自
動
車

産
業
に
お
け
る
戦
争
も
、
最
終
的
な
解

決
に
は
少
な
く
と
も
一
〇
年
と
数
十
億

ド
ル
を
要
す
る
で
し
ょ
う
。
自
動
車
メ

ー
カ
ー
は
テ
ッ
ク
企
業
に
な
り
ま
し
た
。

テ
ッ
ク
企
業
が
自
動
車
メ
ー
カ
ー
に
な

る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
自
動
車
技
術

の
急
激
な
変
化
に
よ
り
、
業
界
に
お
け

る
技
術
ラ
イ
セ
ン
ス
の
在
り
方
を
根
本

的
に
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は

明
ら
か
で
す
。
自
動
車
メ
ー
カ
ー
は
、

供
給
契
約
の
一
部
、
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
か

ら
の
補
償
、
ま
た
は
個
別
の
取
引
に
よ

り
、
ラ
イ
セ
ン
ス
取
得
に
積
極
的
に
取

り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
さ
も
な
け

れ
ば
、
特
許
権
侵
害
の
主
張
や
訴
訟
の

増
加
に
直
面
し
、
差
止
命
令
や
排
除
命

令
を
受
け
る
可
能
性
も
あ
る
で
し
ょ
う
」

（
著
者
抄
訳
）。

　

い
か
が
で
し
ょ
う
か
？　

Patel

氏

ひ
い
て
は
Ｉ
Ｖ
が
、
自
動
車
産
業
に
対

し
て
極
め
て
明
確
な
立
ち
位
置
を
有
し

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
す
。
特
に
、

自
動
車
に
お
け
る
通
信
技
術
の
位
置
付

け
に
つ
い
て
、
ホ
ン
ダ
の
別
所
弘
和
氏

（
知
的
財
産
・
標
準
化
統
括
部　

統
括

部
長
）
の
「
自
動
車
は
そ
も
そ
も
携
帯

電
話
等
と
違
い
、
車
が
走
る
、
止
ま
る

と
い
う
基
本
機
能
が
あ
り
ま
す
の
で
、

情
報
通
信
技
術
と
い
う
の
は
、
今
後
ど

の
よ
う
に
自
動
車
が
発
展
し
て
も
、
自

動
車
の
機
能
の
一
部
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

し
た
が
っ
て
、
最
終
製
品
に
ロ
イ
ヤ
リ

テ
ィ
を
掛
け
る
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
こ
と
で
す
」
と
の
産
業
構
造
審
議

会
知
的
財
産
分
科
会
に
お
け
る
発
言（
注

18
）
と
完
全
に
対
照
的
で
あ
る
点
が
、

両
者
の
対
立
点
を
象
徴
し
て
お
り
、
興

https://www.cnet.com/tech/tech-industry/inside-intellectual-ventures-the-most-hated-company-in-tech/
https://www.cnet.com/tech/tech-industry/inside-intellectual-ventures-the-most-hated-company-in-tech/
https://www.cnet.com/tech/tech-industry/inside-intellectual-ventures-the-most-hated-company-in-tech/
https://www.youtube.com/watch?v=-6pGYcTI4tA
https://www.youtube.com/watch?v=-6pGYcTI4tA
https://japan.cnet.com/article/35017643/
https://japan.cnet.com/article/35017643/
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味
深
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
お
け

る
交
渉
の
主
体
（
部
品
メ
ー
カ
ー
か
最

終
製
品
メ
ー
カ
ー
か
）
が
議
論
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
ト
ヨ
タ
は
日
本
に
お
け
る

日
本
製
鉄
か
ら
の
提
訴
に
対
し
て
「
本

来
、
材
料
メ
ー
カ
ー
同
士
で
協
議
す
べ

き
事
案
で
あ
る
」
と
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス

し
（
注
19
）、
ま
た
、
実
施
者
は
Ｓ
Ｅ
Ｐ

に
お
い
て
はLicense to A

ll

（
注
20
）

の
考
え
方
が
採
用
さ
れ
る
べ
き
と
主
張

し
て
い
る
の
に
対
し
て
、Patel

氏
は

自
動
車
メ
ー
カ
ー
自
身
が
ラ
イ
セ
ン
ス

取
得
に
積
極
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
こ
と
を
明
言
し
て
お
り
、
両
者
の
対

立
は
明
確
で
す
。

　

Patel

氏
の
見
解
を
踏
ま
え
た
上
で
の

本
件
訴
訟
の
評
価
と
し
て
は
、「
Ｉ
Ｖ

が
ラ
イ
セ
ン
ス
ビ
ジ
ネ
ス
の
潜
在
的
成

長
分
野
と
し
て
自
動
車
業
界
に
着
目
し

て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
」（
注

21
）
や
、「
過
去
の
失
敗
例
を
踏
ま
え
自

動
車
メ
ー
カ
ー
に
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
を

締
結
さ
せ
よ
う
と
す
る
試
み
の
大
規
模

な
第
二
ラ
ウ
ン
ド
に
み
え
る
」（
注
22
）

等
が
あ
り
ま
す
。
提
訴
後
に
プ
レ
ス
リ

リ
ー
ス
を
行
う
こ
と
は
よ
く
あ
り
ま
す

が
、
提
訴
前
に
詳
細
な
論
稿
を
発
表
す

る
こ
と
は
異
例
で
す
。Patel

氏
の
論
稿

は
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
に
対
す
る
再
度

の
宣
戦
布
告
に
み
え
ま
す
。

6 　

本
件
訴
訟
の
特
許
権
の
大
部
分

が
Ｓ
Ｅ
Ｐ
で
な
い
意
味

　

Patel

氏
は
、
ワ
イ
ヤ
レ
ス
に
関
す
る

Ｓ
Ｅ
Ｐ
訴
訟
は
、
こ
れ
か
ら
起
こ
る
紛

争
の
非
常
に
大
き
な
氷
山
の
一
角
に
す

ぎ
な
い
と
述
べ
て
い
ま
す
。
本
件
訴
訟

の
訴
状
に
列
挙
さ
れ
た
特
許
権
に
は
Ｓ

Ｅ
Ｐ
と
い
っ
て
よ
い
も
の
も
含
ま
れ
て

い
る
よ
う
で
す
が
、
大
部
分
が
Ｓ
Ｅ
Ｐ

で
は
な
い
も
の
で
す
。
本
件
訴
訟
に
お

い
て
、
Ｉ
Ｖ
が
Ｓ
Ｅ
Ｐ
で
は
な
い
通
常

の
特
許
権
を
用
い
た
真
意
は
不
明
で
す

が
、Unw

illing Licensee

（
ラ
イ
セ
ン

ス
を
受
け
る
意
思
を
有
し
な
い
者
）
で

あ
る
か
等
の
Ｓ
Ｅ
Ｐ
訴
訟
特
有
の
論
点

を
捨
象
す
る
こ
と
で
勝
ち
や
す
く
し
よ

う
と
し
、
ま
た
、
Ｓ
Ｅ
Ｐ
を
用
い
た
場

合
よ
り
も
損
害
賠
償
額
を
高
額
に
す
る

（
注
23
）
こ
と
を
企
図
し
て
い
る
可
能
性

が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

7 　

お
わ
り
に

　

技
術
革
新
が
起
き
た
と
き
に
は
、
特

許
紛
争
も
勃
発
し
ま
す
。Patel

氏
が
述

べ
て
い
る
と
お
り
、
自
動
車
産
業
に
お

け
る
Ｉ
Ｐ
デ
タ
ン
ト
は
終
わ
り
を
告
げ
、

か
つ
て
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
特
許
訴
訟

と
同
様
の
戦
争
が
勃
発
し
て
お
り
、
通

信
産
業
と
自
動
車
産
業
の
戦
争
が
最
終

解
決
に
至
る
ま
で
に
は
、
少
な
く
と
も

一
〇
年
と
数
十
億
ド
ル
を
要
す
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
カ
ー

に
関
す
る
特
許
紛
争
は
、
Ｓ
Ｅ
Ｐ
に
関

（注18） 産業構造審議会知的財産分科会「第23回特許制度小委員会速記録」12頁〔別所弘和発言〕（2017年11月
27日）▶ https://www.jpo.go.jp/resources/shingikai/sangyo-kouzou/shousai/tokkyo_shoi/document/
index/newtokkyo_023.pdf（2022年5月7日最終閲覧）。

（注19） トヨタ自動車「日本製鉄株式会社による弊社への電磁鋼板に関する訴訟について」（2021年10月14日）
▶ https://global.toyota/jp/newsroom/corporate/36224453.html（2022年5月7日最終閲覧）。

（注20） SEP保有者は、サプライチェーンにおけるレベルにかかわらず、ライセンスの取得を希望する全ての主体
に対してライセンスしなければならないという考え方。特許庁「標準必須特許のライセンス交渉に関する 
手引き」21頁（2018年6月5日）▶ https://www.jpo.go.jp/support/general/sep_portal/document/index/
guide-seps-ja.pdf（2022年5月7日最終閲覧）。

（注21） Angela Morris, How IV’s new auto patent off ensive diff ers from past forays into the space, Oct. 25, 2021.
▶  https://www.iam-media.com/litigation/how-ivs-new-auto-patent-off ensive-diff ers-past-forays-the-space
（2022年5月7日最終閲覧）。

（注22） Jonathan Stroud, Patent Filings Roundup: Intellectual Ventures Jumps Stalled Car Campaign; DJ 
against Mystery Sons of Innovation LLC; Another Hundred Suits Dismissed, Oct. 28, 2021.▶ https://
www.ipwatchdog.com/2021/10/28/patent-filings-roundup-intellectual-ventures-jumps-stalled-car-
campaign-mystery-sons-innovation-hundred-suits-dismissed/id=139355/（2022年5月7日最終閲覧）。

（注23） Mueller（注６）によると、米国の裁判官はSEPではない特許権に関してはSEPのレートを特許権の価値
評価としては受け入れない可能性があるとされています。
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